
令和７年度 第４回南魚沼市観光戦略策定委員会 議事録（要旨） 

 

とき ：令和 7 年 8 月 5 日（火）14：00～16：00 

ところ：南魚沼市役所本庁舎 委員会室  

 

１ 開会 

 進行：大野観光交流主幹 

 

２ 挨拶 

林市長 

現在は市長という立場だが、若いころ石打丸山観光協会長をしていた。観光は自分の

生い立ちでもある、時代を超えて素晴らしいものであることを知らせていきたい。また、

大阪・関西万博でゼッピン雪国宣言を発信し、先日はイオン新潟フェアでも一番全面的

に周知してきた。ゼッピンには雪を含めて南魚沼市の様々な意味もあることを周知し

ていきたい。 

本日は皆さんから最後の確認をしていただき戦略を完成させ、それを進めていくと

いう段階で考えている。また、この 4 月から小髙副市長に入庁していただき、公共交

通・観光の側面からアドバイスしてもらいたいと思っており、その裏付けとして観光戦

略があると考えている。私の願いとしてはこの会の中心に座って皆さんと取り組んで

いきたいと思っている。 

 

 挨拶 

小髙副市長 

三重交通の公共交通から始まり、７つの会社の社長を２年程度転々としてきた。南魚

沼市ではそういうつもりはなく、今までの知見を南魚沼に還元したいと思っている。南

魚沼の観光について根っこから関わっていきたい。 

 

３ 報告 

事務局（廣田主任） 

本日千喜良委員、岡村委員が欠席となる。 

 

金子委員長 

昨日は農林水産省で会議があり、南魚沼市の話題もあった。高輪ゲートウェイ駅で燕

三条が出展していたため様子を見てきた。行政ではなく、民間事業者が主体となり、首

都圏で移住・空き家の課題についてもひとつながりの課題としてプレゼンを実施して

おり、進んだことをやっている印象を受けた。観光戦略も完成形に向けて進めていけた

らと思う。 

 

伊藤委員 



一昨日、テレ東の番組で地方創生 2.0テーマで出演。番組の資料として南魚沼市の事

例（ふるさとワーキングホリデー）が出ていた。都市の番組でも先行事例として出てい

ることに驚いた。昨年からいくつかの大学と連携して地域公共交通の調査を実施して

いる。地域の人材育成の課題として、外部人材の確保課題についてインタービュー動画

の取材を予定している。 

 

中島委員 

17名のお客さんを西福寺にアテンド。参加者 10名に対してガイド 1名としなければ

いけない。30名以上の場合はガイド禁止。10名は自分が担当し、他 7名は地検のある

ほかの方がアテンドをする。お客さんには同じ話をするが、ガイドは三者三様でニュア

ンスが変わる。寺院のやり方も変わり、お客様ファーストのガイドでなくなっているこ

とを痛感している。インバウンドだけでなく、日本ファーストで考えることも大切なの

ではないかと考えている。 

 

（１）パブリックコメント前の観光戦略の修正（資料１） 

事務局（山﨑主事） 

第 4 回南魚沼市観光戦略策定委員会で諮ったものを、6 月 13 日の書面にて決議し、

その後 6 月 24 日に書面決議を受けて市長レクを実施し、全体の文言修正・KPI に関わ

る部分を修正した。 

 

４ 議題 

（１）パブリックコメント結果 

事務局（山﨑主事） 

パブリックコメントは 5つの意見をいただき、回答案を作成。意見を踏まえて、回答

及び観光戦略の素案を修正したいと考えてる。 

 

金子委員長 

 意見 5について 

地域資源のバランス感について修正があれば委員から意見をいただきたい。 

 

寺口氏 

 自然資源について、アンケート分析をしていると、ドライブを目的に来訪する方で魚

沼スカイラインと回答している方は多い。 

 

腰越産業振興部長 

 平成 30年に産業振興ビジョンを策定し、その際にスキー場名を掲載するなどしてい

たが変更する場合があるため、固有名詞は避け、方向性としては足りない部分をご提案

いただければと思う。 

 



羽吹副委員長 

 体験アクティビティとして「釣り」は資源にならないのか。 

 

事務局（廣田主任） 

一般的なアクティビティの一つとして掲載を検討する。 

 

伊藤委員 

 図表 10のイベント・取組について 

 食関連に偏りがあると指摘があるが、そもそもこれが必要かどうかを検討してもい

いのではないか。主要な取組として、例大祭・神事取組を掲載することに違和感がある

こともある。 

 

事務局（山﨑主事） 

 選定基準として食のイベントが多いのは、長年やっているイベントや市が関与して

いるものとなっているのが事実。また、食に関するイベントを中心に列記しているわけ

ではないが、食に関連するイベントが多いのは地域としての特色と考える。 

 

伊藤委員 

 中長期的に実施しているものなどの注意書きがあると親切だと考える。 

 

寺口氏 

 観光資源の中に温泉が一つも出ていない。 

 

羽吹副委員長 

 温泉だけで 1つの項目を作ってもいいのではないか。 

 

事務局（山﨑） 

 13の温泉は県内最多。項目として追加する。 

 

羽吹副委員長 

 食資源に山菜をいれてもいいのでは。 

 

伊藤委員 

 戦略素案の P12について 

 伝統文化の継承の意見に関連して、過去の消費額をさかのぼることはできるのか。と

いうのも、なぜ食が最重要施策なのかその根拠があるとよい。 

 

事務局（山﨑） 

 令和 5 年度からの調査になるためデータはない。グリーンシーズンにどうやってお



金を落とすか考えると、旅行者全体の来訪目的として上位にある食は地域としての親

和性が高く、食の付加価値によるローカルガストロノミー推進は誘客の可能性が高い

と考える。 

 

小髙副市長 

 グリーンシーズンとウィンターシーズンの違いは雪の有無で考えていいのか。 

 

事務局（山﨑） 

 戦略においてはグリーンシーズンを 4月～11月、ウィンターシーズンを 12月～3月

と定義している。 

 

金子委員長 

 パブリックコメントの回答について今回ご指摘をいただいた部分について承認とし

てよいか。  

⇒ 意見なしとして承認 

 

（２）今後の展開（資料３） 

前段として、サーベイリサーチセンター鈴木主任より令和 6 年度来訪者アンケート

調査結果の概要版について説明。その後、事務局より今後の協議会組織の体制について

意見交換を実施。 

 

伊藤委員 

 KPIについて 

 アンケート調査の回答結果と、「食べる」を目的に来訪するの KPIが違うのはどうい

う理由があるのか。 

 

サーベイリサーチセンター鈴木主任 

 来訪目的の食べるの項目を合わせて計算をしている。 

 

伊藤委員 

 次年度の話になるが、消費者が気づいていないことがある。例えば、おいしいお米は

食べたが南魚沼産とは気づいていないなど。「食べる」を 1つの項目として、階層的に

食べたものを聞いていくのが戦略に則した調査設計になるのではないか。 

 

事務局（廣田主任） 

 今後の方針について 

戦略完成後は、南魚沼市観光戦略策定委員会を発足・実行していこうと考えている。

協議会メンバーは再度選定するが、ベースは南魚沼市観光戦略策定委員会及び、南魚沼

市観光戦略運営準備会を想定しているが、適任者がいれば追加する。また、協議会とし



て具体的な実行予算をつけるべく進めている。 

 また、当初 9月に報告会を実施すべく考えていたが、調整がかなわず 10月中旬に再

調整をする。 

 

金子委員長 

 10 月の報告会は南魚沼市観光戦略運営準備会と開催し、協議会としての組織イメー

ジはどう想定しているのか。 

 

事務局（山﨑） 

 協議会のイメージは戦略の立案を現在の南魚沼市観光戦略策定委員会で、実行を南

魚沼市観光戦略運営準備会の 2 つをまとめる形で考えている。現在は南魚沼市観光戦

略運営準備会を食のブランディング部会と、受入環境整備部会に分け、実行準備をして

いる。 

 

金子委員長 

 協議会を推進するに当たって、組織デザインを本格化していくということで委員か

らも意見交換を実施したい。 

ポイント 

・行政絡みの組織というのは議論に終始してしまうのが多いので、実行する人たちを巻

き込んで、みんなで進めていくこと 

・自分たちで進めていくメンバーを考えることが組織デザインにおいて重要 

・部会にはコーディネーターがいて、情報交換を段階的にすることも大切 

・一番重要なのはビジョンを共有し、共通理解をすること。それは観光戦略があり、目

線合わせはできている 

 

羽吹副委員長 

 構成員から部会を選定するのか、新たなメンバーから部会を選定するのか。 

 

事務局（山﨑） 

 規模感を考えると要検討。適切な人数も含めて検討したい。 

 

伊藤委員 

 10 月の報告会は報告で終わらせるのではなく、協議会の布石になる交流の場とした

ほうがいい。具体的にどんなことができるのか、話をしてもいいのではないか。 

  

金子委員長 

 役割分担を文書化すると管轄が見えてやりやすい。何のためにやるのかを明確化す

る。 

 



５ その他 

羽吹委員 

 大阪・関西万博について様子や印象はどうだったか。 

 

西潟商工観光課長 

 4 日間で 4.6 万人程度の来訪。雪の展示・体験をしてもらったがほとんどが日本人。

子供たちは喜んでもらったがどの程度認知度向上につながったかは分かりづらい。に

っぽんの宝物世界大会に、市内の事業者がもみ殻で燻製した醤油が部門別で優勝した

商品もあった。万博の効果はすぐには現れづらいが、メディアからの情報発信は多かっ

た印象。 

 

６ 閉会 


